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　問題１・問題２では異なる箱ひげ図を扱ってきていたので、問題３で同じ箱ひげ図であると

きは必ず同じデータになるかどうかという発問に対して生徒は少し驚いたようであるが、少し

考える時間をおくと、違うデータになることもあり得ることに気付いた。課題に取り組み始め

ると全てのデータの値を異なる数字にする回答が生徒から出てきた。この時点で生徒はデータ

に同じ数字を用いることに抵抗があったようだったので、同じ値をデータに用いてもよいとい

うヒントを与えた。答えがでたときに「できた。」と思わず声に出す生徒もいて、結構盛り上が

り、周りの生徒たちと答え合わせを自然と行っていた。
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